
                                                          

   

 

 

 

 

   

  

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

  

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

「人権のつどい日」にひろ

う 

平成 27年 10月号 

★ゆめじゅく編集委員会 

10 月 13 日(火)13 時 30 分～ 

 

★移動図書館青い鳥号 

10 月 7 日(水)・21 日(水) 

 14 時～14 時 40 分 

★「人権のつどい日」  

10 月 11 日(日）10 時 00 分～11 時 30 分 

人形劇団「ふきのとう」 

     内容：みんななかよし・ももたろう 

★ 新居浜秋祭り 

10 月 16 日(金)～18 日(日) 

 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

10 月 20 日(火) 10 時 00 分～11 時 00 分 

 

★人権・同和教育関係行事 

  10 月 8 日(木)～9 日(金) 

全国隣保館職員四国ブロック別研修会(in 今治) 

  10 月 20 日(火)～21 日(水) 

全国隣保館長研修会(in 大阪) 

 10 月 27 日(火) 

  東予地区人権・同和教育研究協議会(in 小松) 

□月◎日（●曜日） 日直  髙津 

浦江  

 

 

 

９月９日(水)の午後から、新居浜南消防署の協力を得て、瀬戸会

館・瀬戸児童館合同の消防訓練を実施しました。当館はあいにくサー

クル活動の切れ間で職員だけの参加となりましたが、児童館の子ども

たちと一緒にまず避難。真剣に迅速な避難ができました。避難後は、

水消火器を使った初期消火の訓練。消火器のピンを抜くのに苦労する

子・噴出孔を上に向けすぎる子、いろいろありましたが、楽しみなが

らの活動ができました。次は、消防自動車の内部の見学。消防士さん

のユーモアたっぷりの説明に、にこにこしながらも必死に見聞きして

いました。その後、火災の際の留意事項を学ぶ DVD 鑑賞。子どもた

ちにとって、楽しく充実した１時間になったと思います。 

９月３日・４日の２日間にわたって、県隣保館職

員実務担当者研修会、館長等研修会が当館において

開催されました。初日は当館高津館長が瀬戸会館の

活動状況を説明しました。「活動の出発点は地域の

想いであり、地域とともにある瀬戸会館を目指して

いる。」という館長の想いが込められた説明に、た

くさんの質問をいただき、時間を超過する熱心な報

告がなされました。 

午後は、県人権問題啓発講師、毛利雅英さんの講演。「自分らしく、当

たり前の生活ができることが生きる基本。そのためには、自己決定を介護

の基本にした取組が大切である。指導よりも傾聴を心がけ、何を望んでい

るのかを聞き取り、自分だったらどうかを考える。共感的な接し方が重要

である。」など、介護等の基本をお話しいただきました。 

２日目の午後は、「同和問題と向き合う私たち」という演題で、石井眞澄

さん・千晶さんご夫妻のお話をお聞きしました。                

眞澄さんのお話で、「最初は同和地区の人との            

結婚に反対だった両親が、いろいろな人に相談し             

心から喜んでくれたことがうれしい。６０を過ぎ             

て変わった親。間違ってはいたが、分かってくれた             

親を誇りに思う。」という言葉に胸が熱くなりました。 

つらさを知った人は優しくなれるし、人のつらさを知る努力をする人も

優しくなれるという、お二人の想いが伝わってくる講演会でした。 

9 月 10 日、19 時から行政、水道組合双方の学習会を兼ねた水

道委員会が瀬戸会館で開催されています。この日は、新居浜市副市

長をはじめとする行政担当者の出席のもと、「瀬戸・寿上水道組合

の現況と今後について」の意見交換を行いました。最初に新居浜市

からこれまでの経緯と今後における管理運用等の報告を受け、自治

会長、委員からは活発な意見が交わされました。 

終了後は水道委員による協議を行い、組合長からは水道委員会と

して、各自治会に水道の現状と課題について説明にまわりたいとの

提案がなされ、今後、年内もしくは年度内に日時の設定をすること

で了承されました。 

 

 

 

新居浜市瀬戸町７‐30 

E-mail：seto@city.niihama.ehime.jp 

 

Tel：0897-41-5859（Fax兼用） 

 

 

〒792-0821 

トールペイントだけではなく、UV レジン・デ

コナップなど、最近はやりの新しい手芸クラフトを

取り入れて、いろいろな物に挑戦しています。みん

なそれぞれ好きな物を作っています。手芸大好きな

人達の集まりです。 

 

平成 21 年、瀬戸会館に「囲碁教室」を開設

して、今年で７年目を迎える。会員６名で発足、

（認知症予防にもなると）和気あいあいと楽し

く囲碁に没頭。囲碁に興味のある方はご参加く

ださいますよう、お願いします。一緒に楽しみ

ましょう。現在「囲碁教室」は毎週土曜日午後

１時～４時まで、瀬戸会館E室で行っています。 



 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

  

 

   

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

  

教 室 名 教 室 内 容 開 催 曜 日 開 催 時 間 

ピンポン   毎週  月・金 12：30～16：00 

リトミック リズム遊び 毎週  月・木・金 
月・木）9：30～11：00                    

金） 15：00～17：00 

トールペイント 
トールペイント＆クラフト作

品製作 
月２回  月・木 

月） 10：00～13：00    

木）   9：30～12：30 

少林寺拳法   毎週   月・水    19：00～21：30 

詩吟   
毎週    火       

第２     水 

火）  10：00～12：00    

水）  19：00～21：00 

レインボー体操 B 大きなボールを使っての体操 第１・３・５  火     14：00～15：00 

ＺＵＭＢＡ ダンス音楽で健康体操 毎週   火・木 
火）  11：30～12：15    

木）  19：00～19：45 

水美会 創作ダンス 毎週     水    10：30～12：00 

書道   毎週     水      13：00～15：00 

押し花   月２回   

スクエアーダンス   毎週   水・土 
水）  13：00～15：00 

土）  10：00～15：30 

ポーセラーツ 白磁器の絵付け 
第 2・4  土       

第 3(原則) 水 
     13：30～17：30 

中学生学習会（数）   毎週    水    19：30～21：00 

男の料理教室   第 3    木    10：00～13：00 

レインボー体操Ａ 大きなボールを使っての体操 毎週    木    14：00～15：00 

紙バンド 紙ひもで作品製作 毎週    木    13：00～17：00 

囲碁   毎週   木・土    13：00～16：00 

中学生学習会（英）   毎週    木    18：30～20：00 

手芸   第 2・4  金    10：00～12：30 

健康体操   毎週    金    10：00～12：00 

篆刻 はんこつくり 第 2・4  土    13：00～15：30 

小学生パソコン   第 1・3  土    13：30～15：30 

エストレージャ 頭と体をつかった体操 毎週    木・金 17：40～19：00 

視聴した DVD の中で、ある家庭の 

 ● 「家事・育児を中途半端にして、仕事がしたい・社会とつながっていたいなんて、わがままだよ。」

という夫の言葉 

 ● 「子どもは母親から、たっぷり愛情を注がれて育てられることが大切なのよ。」という夫の母親

の言葉(母親だけでいい？) 

別の家庭の 

 ○ 「出産は女の人しかできないが、育児は女の人だけの特権ではない。」という夫の言葉(しんど

いけど楽しい。大変だけど生きがい。) 

あなたはどう思いますか？ 

男女の固定的な役割意識が、私たちの生活を窮屈にしているケースも多いのではないでしょうか。 

後半は、データを中心にした話。 

「夫は外で仕事。妻は家庭を守る。」という問いに、賛成の人の割合が、昨年度でも、男性４６.５％

女性４３.２％と、昭和５４年の７４％からは改善されているが、先進国では日本が最も高い。 

「男性が、家事・育児にかける時間は、いずれもアメリカの約半分で、データ中ワースト２」 

など、まだまだこれからの取組、意識改革が大切なようです。女性問題を含めた人権問題において、

「気づくことがはじめの一歩。気づくことから変えるための道筋が見えてくる。」という、中津さ

んの言葉に共感を覚えました。最後に参加した女性の感想を紹介します。 

「今まで仕事を続けてこられたのは、家事・育児に対して夫が協力してくれたからだということに、

今日気づきました。役割分担なんてしていないけれど、いつも一緒に助けてくれます。毎日、早くても

遅くても二人で台所に立ってご飯を作っています。それが当り前ではなく、素晴らしいことであったな

んて・・・ 感謝です。」温かい家庭の様子が見えてくるようですね。これが当り前になるよう、まず

は気づくことから始めませんか。 

 

「どうしてもっと優しくしてくれないの？」相手を責めても、何も解決しません 

思いやりの心や優しさで接すれば、相手からも思いやりや優しさが返ってきます。自分勝手に振

る舞えば、誰もあなたのことをかまってくれなくなります。あなたが周りにとった態度がそのまま、

周りのあなたへの態度となって返ってくるのです。   

「大事にされたい」と思ったら、方法は簡単です。人に対して優しく、大事にすればいいのです。

家族や友達の喜ぶ姿が心にあれば、独りでいる時も、あなたの心の中には、それらの人たちの笑顔

が溢れるはずです。(岡本一志氏 「幸せのタネをまくと、幸せの花が咲く」より) 

幸せへの第一歩、それは相手のことを想い、相手の想いに気づく努力を続けることだと思います。 

 

瀬戸会館で約 23 団体が活動しています。お気軽に見学にお越

しください。なお、月によって多少の変更がありますので瀬戸会

館 41-5859 までご連絡いただければと思います。 


